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教育協力NGOネットワーク 

・教育協力NGOネットワーク 
（Japan NGO Network for Education:JNNE） 

・目的：  EFA目標達成に貢献すること。教育協力 
に関わるNGOのネットワーク組織 

・設立：  2001年1月 

・活動： 情報交換、調査研究、能力強化、 

政策提言、広報活動 

・会員団体：28団体、2大学（2007年11月） 
http://jnne.org/



1 事業の目的・方法 

目的： 

ライフスキル教育分野での活動を開始するNGOや政府 

機関、援助関係者にとって有益なツールとなることを目的 
に、開発途上国が抱えるさまざまな課題－HIV/エイズ、環 
境破壊、貧困、児童労働、地雷被害－の予防および解決 
のための前提となる知育、徳育、体育の基礎を構成し、 
EFA目標でも言及されているライフスキルに関し、読書推 
進教育、エイズ教育という2つのテーマについての、ライフ 
スキル教育事業のニーズ調査、計画立案、実施、評価とい 
うプロジェクトサイクルのマニュアル（日・英）の開発を行う。



背景 

ダカール行動枠組み 
– EFA目標の3つめにライフスキル教育・プログラムの推 

進があげられている。 

ライフスキルの定義 
– ライフスキルとは、意思決定、問題解決、創造的思考、批判的思考、 

コミュニケーション、人間関係、自己意識、共感性、ストレスへの対 
処。 

– ライフスキルは知育、徳育、体育の基礎にあたる部分を構成すると 
ともに、開発途上国が抱えるさまざまな課題-HIV/AIDS、環境破壊、 
貧困、児童労働など-の予防および解決のための前提となるもの 
である。 

– 日本の教育でいうところの「生きる力」を学ぶための学習・プログラ 
ムである。



テーマと意義 
テーマ： 

・本事業でのライフスキル教育は、学校教育と学校外教育な 
らびに子どもと成人の両方をテーマに応じて扱う。 

・ HIV/エイズの予防ならびに感染者に対する差別や偏見を 
なくし共生することを目的とするエイズ教育と読書推進教 
育二つとする。 

テーマ設定の理由： 

ライフスキルの多様な学習領域の中で、 

①HIV/エイズ予防・共生および読書推進は、ともに開発途 
上国において優先度の高い課題であること、読書推進は 
専門的な協力活動が限られていること。 

②H17年度拠点システム事業で実施した調査 
（http://jnne.org/img/05lifeskill.pdf）から、これらのテー 
マについて日本のNGOは比較的経験が豊富であること。



H17年度の調査結果 

分野： 

環境、平和、地雷回避、保健衛生、HIV/エイズ、コミュニ 
ケーション（読書推進含む） 

特徴： 

・ノンフォーマル教育が中心 

・学習プロセス重視 

・持続性への配慮 

課題： 

・「ライフスキル」として認識している例は少ない 

・経験が文書化、蓄積されていない



読書推進活動 

ミャンマー/ビルマ難民キャンプ ゲーム



読書推進活動 

アフガニスタン 読みきかせ



エイズ教育 ケニヤ 子どもによる劇



インド 子どもクラブのエイズキャンペーン



1 事業の目的・方法 

方法： 

・ 教育協力ＮＧＯネットワーク（JNNE）の加盟団体である、ワールドビ 
ジョンジャパン、アフリカ地域開発市民の会、ラオスのこども、シャン 
ティ国際ボランティア会、外部専門家によって構成したタスクチーム 
を中心に実施。 

・ タスクチームは、 1年次（H18年度）に作成したマニュアル案（和文・ 
英文）を、HIV/エイズ、読書推進に関する、国際会議、専門家ネット 
ワーク等で発表し、コメントを徴集、修正執筆をする。 

・ ウェブ上でマニュアル案を公開、その他専門家、一般のネットワーク 
からコメントを徴集する。このプロセスで普及を試みる。 

・ マニュアル案に関するコメントをもとに、修正を行いマニュアル（和 
文・英文）を完成する。



２ 今年度の活動・成果 

①マニュアル案（和文・英文）の公開： 

1年次目（H18年度）に作成したマニュアル案を英語に翻訳し、日本 
語版、英語版に関し各ハードコピーを作成すると共に、JNNEのウェ 
ブサイトに掲載（http://jnne.org/action.html）、コメントを徴集してい 
る。 

②国際会議・ネットワークでの発表： 

エイズ教育、読書推進活動についての国際会議参加やネットワーク 
を通し、マニュアル案を発表、配布し、コメントを徴集。 

・読書推進活動については、International Federation of Library 
Associations and Institutes (IFLA, http://www.ifla.org/, 国際図書 
館連盟-図書館・読書推進の世界レベルの組織、ユネスコの諮問資 
格を有する)の世界大会（南アフリカ・プレトリア、8月15日～17日）に 
タスクメンバーが参加し、反響を得た。 

・エイズ教育については、チェンマイ大学のエイズ教育専門家から 
のコメントを徴集予定。

http://jnne.org/action.html
http://www.ifla.org/


２ 今年度の活動・成果 
③ライフスキル教育協力手法ワークショップ実施： 

日本のNGO、開発協力機関を対象に、(i)参加者がライフスキル教育 
の協力手法に関する技能と知識を習得すること、(ii)マニュアル案を 
普及し、コメントを徴集することを目的に、マニュアル案報告と2分野 
の専門家各2名のコメントから構成するワークショップを11月に開催。 
グループセッションを通して参加者からのコメントを得た。 

④成果物（マニュアル最終版）の作成： 

上述した活動を通し、日本内外からのコメントをもとに、マニュアルを 
修正し、最終版を完成させる。最終版はハードコピーの和文、英文 
ともに300部ずつ印刷する。 

⑤マニュアルの普及： 

コメント徴集の活動を通し、マニュアル（案）を普及した。 

コメント提供者、関係組織、内外のライフスキル教育推進組織へマ 
ニュアル完成版を送付し、普及する。H20年3月に開催される国際保 
健学会で発表する。



３ 最終成果物に向けた進捗状況 

・ 先述活動①、②を実施中、③は終了。 
マニュアル案掲載ウェブサイト： 
http://jnne.org/lifeskill%20manual.html 

・ 国内外からのコメントについて、タスクチームに 
よる修正案検討委員会を開催した。 

・ 包括的な修正と編集・校正作業に入っている。





マニュアル-読書推進活動編案 

Part 1. 事例 
子どもの多様な力を育む、教員と教育の質、退学率、スト 
レス 

Part 2. 理論編 
ライフスキル教育としての読書推進、読書推進の意義、図 
書館の使命と機能 

Part 3. 実践編 
本と紙芝居（選書、出版、補修）、本と出合う場（学校・コ 
ミュニティ、家庭文庫、移動図書館）、図書館員・教員、 
運営、子どもと地域の参加 

Part 4. 支援-協力団体の役割 
立案、モニタリング、評価



←紙芝居の作り方 

↓子どもが作る方法





マニュアル-エイズ教育編案 

Part 1. エイズ教育の国際的潮流 

健康と教育、教育への影響、EFAでの提案、健康教育 

Part 2. ライフスキル教育としてのエイズ教育の可 

能性と課題 
「参加」と「連携」、エイズ教育の可能性 

Part 3. 実践 
エイズ教育事業実施、学校でのライフスキルの視点、 

地域の役割 

Part 4. 付録 
調査質問票、授業教案、住民向け資料等



←活動内容策定方法 

↓調査時の質問紙 例



ありがとうございました。


